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理事会（平成 16年度第 5回）
　平成 17年 1月 31日（月），17：30～ 19：30，
当協会役員室におい開催。
出席：肥田　昇（会長），嶋﨑吉彦（副会長），野
上道男（副会長），大島章一，大森博雄，田村俊
和，長瀬和雄，西田耕一，三上岳彦の各理事（盛
谷智之理事は欠席，委任状提出），田邉　裕監事
（佐藤俊典監事は欠席）及び事務局。
Ⅰ．議事録の承認：平成 16年度第 4回理事会議
事録は承認された。
Ⅱ．報告事項：
1．編集委員長報告：大島理事
　　113巻 5号「特集号：観測的変成岩科学への
革新」は遅れたが 12月に発行された。12月発
行予定の 6号は遅れていて現在校正中。114巻
1号（2月発行予定）は通常号。114巻 2号（4

月発行予定）は特集「古地磁気研究の新展開（ま
たは最前線）」（仮題）で，山崎俊嗣（産総研）
と瀬野編集委員が担当し，17編，180ページ
位になる予定。114巻 3号の通巻 1000号記念
特集号は，仮題「最近の地学」で，「地球の構
成」「プレート運動」「生命と過去の地球環境変
動」「最近の地球環境変動」の 4つの大きなテー
マを軸として 12～13編を掲載予定。その後の
特集として掲載希望の申し込みが 2，3ある。

2．行事委員長報告：三上理事
　　3月実施のアフリカ巡検の申込者は 21名（男

11名，女 10名）になったとの報告があった。
3．経理委員長報告：西田理事
　　資料により，17年度予算案の概要が報告さ
れた。

4．広報委員長報告：田村理事
　　前回報告されたトップ頁の更新は委員間の意
見がまとまらずまだ実施していないとの報告が
あった。関連してジオエキスパート委員会から
同事業関連の原稿が FDの形で提出され，取扱
い及びアクセス権について検討することになっ
た。また，ホームページの内容全般について理

事会への報告を求める意見があった。
5．日本地学史編纂委員会報告：大森理事
　　1月 21日に開催された委員会についての報
告があり，「地球化学」と「陸水学」部門の原
稿が提出されたことに関連して「陸水学」か「湖
沼学」かについての意見交換及び「人文地理」
の取扱いについての質問があり，次回委員会に
伝えることになった。

6．ジオエクスパート委員長報告：野上理事
　　12月 20日に開かれた第 1回委員会について
報告があり，事業の実施体制や他団体が実施す
る類似の事業について意見交換があった。ホー
ムページ原稿については広報の項を参照。

7．庶務担当事項報告：嶋﨑理事
　　学術会議への情報提供の件，地球科学図等頒
布事業に関する産総研への提案書提出の件，地
質科学関連学協会懇談会出席の件が報告され
た。また，欠席の盛谷会館委員長に代わって，
地学会館消防設備点検結果とそれに伴う試験，
修理のための支出についても報告された。
Ⅲ．議 題：
1．会員の入退会等の承認
　入　会： 澤田結基，寺園淳子，劉　雲剛，須貝

俊彦計 4名
　退　会（逝去）：石井基裕 1名
　退　会： 岩間英夫，喜藤　剛，秋山伸一，岩佐 

三郎，植原茂次，大江守之，斎藤 

毅，坂上寛一，武村雅之，堤　貞夫，
西尾潤四郎，松丸国照，宮島　弘， 
湯佐泰久，横山　泉 16名

2．会長・理事及び評議員選挙の候補者について
　　嶋﨑理事から 12月 20日に開催された候補
者選考委員会及びその後の折衝の結果が報告さ
れ，会長を含む理事 10名，監事 2名及び評議
員 18名の候補者（別紙参照）が全員了承された。

3．平成 17年度事業計画及び予算について
　　各委員会から提出された計画に基づき，事務
局が取りまとめた平成 17年度事業計画及び予
算案が大筋で了承された。
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【別紙】
平成 17年役員・評議員選挙候補者
会　長：前島郁雄
理　事： 江藤哲人，大森博雄，笠原順三，高村 

弘毅，田村俊和，西田耕一，長谷紘和，
三上岳彦，盛谷智之

監　事：田邉　裕，嶋﨑吉彦

評議員： 在田一則，石原丈実，岩田修二，岡田 

博有，小川克郎，柏木高明，加藤碵一，
小玉喜三郎，斎藤享治，斎藤常正，斎藤
靖二，杉浦芳夫，谷内　達，田林　明，
鳥海光弘，福田正己，増田富士雄，守屋
以智雄


